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The Studies of the low temperature treatment of the Tulip.
　　　　　　　　　　Masami MATSUURA　　'
　　　　　CHorticultureLaboratory,AgricultureFaculty)
　　　　　　　　　　　　　緒｀　　言
　　従来Tulipの低温処理に就いては, A. H. Blaauw, Ida Luy ten, Daniel Hall. 植原，穂
　坂氏，その他の研究炉あり，何れも花芽の発育と処理温度との間に密接な関係のある事を報じてい
　る．この処理方法の如何に依ってはその後の生育及開花に至大の影響を及ぼすものであり，花芽の
　分化後に於ける温度処理に於て如何な｀る時期に何度に何日処理すべきかは促成上重要砥問題であ
　り，又処理温度に対する感態の程度も品種に依って，多少共相違があるものと考えられるので，そ
　れらの事項に付実験を行っ7こ．
　　　　■　　　Ｉ　　　　・　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　１本実験は文部省科学助成研究費に依って行っすこ．ス実験施行並びに本文起草に当に本学門田助
　激授より終始御指導と御鞭捷を賜わり吉村講師より種々助言を受け7こ．謹んで感謝の意を表す．
　　　　　　　　　　　　　　　　　実験材料及方法
　　球根の良否は其の後に於ける花芽の分化及発育に密接な関係を持っているので供試球根は富山県
．の同一圃場にて全部同様の管理を行って生産し了二ものを直接購入し7二．品種ばFeu Brilliant,
　Mr. Farncombe Sanders, Spring Field. 及Avis Kennicott の四種を用い，一球平均重量
　はF.B. 7.8～８匁. F.S. 7.5～8匁, S.F. 9.3～9.5匁, A.K. 9～９,５匁であり, Sizeは12cm
　の一等球を使用し7こ．
　　球根は入手後病害の有無を桧しウスプルｙ 700倍液に20分間処理を行い，各区共水浸しfこ鋸屑を
，以て覆い一定の湯度を保持しす二．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ
　　使用球数は10～24球で, A.K.だけは数が少なかっ7こので3～15球を用いすこ．温度処理の方法
　は下表の如くである．
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゛゛爾後Feu BrilliantはＦ．B., Mr. Farncombe SandersはF. S., Spring FieldはS. F., Avis
　　KennicottはA. K.と略すl
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　温度処理に当りては20°Ｃは芭防室壕の地下室を使用し，i3°Ｃ，9°Ｃ及3°Ｃは電気低温恒温器を
使用し温度の調節に当りては±1°Ｃ位の誤差は認める事にﾚ仏又Ｃ区は扱間9°Ｃに置き夜間3°Ｃ
に移して変温を具えて処理し記．
　処理終了後夫々深さ13cm,縦38cm横61cm及横33cm縦油ｃｍの二種の箱を用い，それに堆肥を
少量宛混合し仁植質壌土に４寸の株間をおいて定植しすこ．定植後発芽する迄薔防室壕の地下室へ入
室し適宜流水をなし発芽後ビエフルのフレーム内へ搬入しすこ．花芽の測定は解剖顕微鏡を使用し
nose,根の測定はカリッパー及び読取顕微鏡を使用し,ﾌﾆ．，　　　　上
　　　　　　　　　　　丿　　　　実　験　結　果
　　(ａ)･根　Tulipの根は腫坂氏も述べている如く，花器の完成後に於て13.5°Ｃ又は10叱の場所
で一定の水温を具えれば容易に発根をする．又普通低温処理の場合球根に適当な水潔を具える焉に
定植時には多少発根を見るものである．今各品種別の発根状態を示せば第１表及第1.図乃至第５図
の通りであり品種に依って可成り差が見られる．
　　　　　　　　　　　　　　第１表根の発育調査喊,績
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　Avis Kennicott.
　　　　（２）単位は糎
は Feu Brilliant, 2は Mr. Farncombe Sanders, 3はSpring Field, ４は
　先づＡ区に於ては何れも処理開始後，30日頃より徐,列こ発根炉行われ45日及60日処理に於て梢根
が伸長している．中でもA.K.･は発根後の伸長炉著しいibS S.F.は梢劣っている．Ｂ区は処理
温度が高い鴛発根も早くその後の伸長も最も旺盛マあり，赤燐間の差は殆んど見られない．Ｃ区は
変温の影響でＢ区に次いで旺盛な伸長をなしＡ区より逢列こ侵っているノ特にA.K.は最も旺盛
でＦ．Ｓ．炉之に次ぎ, S.F., F.B.の順になっており品種間に可成りの差炉見られる．又Ｄ区は
発根炉梢逼く発根後の伸長も緩幔であり，品種間に於てはＡ,Ｋ．炉梢旺盛な伸長を見，他の品種
は何れも差が認められない．Ｅ区は処理中各品種共発根炉見られなかった.
　　（ｂ）Ｎｏsｅ及花芽.
　Nose及花芽の発育は従来13.5°Ｃ位の温度に於て最も旺盛七あるとされており，穂坂氏も逍べ
ている如くNoseの生育の旺盛なものは一般に発根も良好である．その生育状態は第１図乃至第５
図に示す通りである．　　　　　　　　　　　　　　　　．．
　即ちＡ区に於てはNose及花芽の生育は処理期間炉長くﾌﾞぶるにっれて徐.々に行われ，順調な生育
を遂げている. A.K.は30日処理位迄は差炉見られないがそれ以上処理を継続する事に依り急激
な生育をなしているが，他の品種は何れも余り差が認められない．‘
Tulip R低温処理に関する研究　　　・（松゛浦）
第１図　Nose,花芽及根の発育比較図（Ａ区）　第３図
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第２図　Nose,花芽及根の発育比較図(Ｂ区)
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第４図　Nose,花芽及根の発育比較図(Ｄ区〉
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第５図　Nose,花芽及根の発育比較図(Ｅ区)
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　B区は各品種共最も旺盛な生育をなし殆んど差炉認められない加，花芽の生育は20日位迄順調に
行われる炉，それ以後は余り生育を見ていない．Ｃ区はＡ区と大差なく変温に処理しても殆んど変
らない．品種間に於ても殆んど差炉ない炉，Ａ．Ｋ．はＡ区程生育炉顕著でない.’Ｄ区は概して発
育悪く品種間の差も殆んどない炉矢張ｂＡ．Ｋ．炉梢盛んである．Ｅ区は最も生育緩慢で品種間の
差も認められない.
　　（む）発　　芽
　発芽の状態を調査した成績は第２表の通りである．　尚　　　　　　　　　　　犬
　即ち植付後発芽迄に要する日数はF.B.に於てはＡ区及Ｂ区炉比較的早く，処迎温度の高いＢ
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　　第２表　発　芽　調　査　成　績
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〔備考〕各区共（１）はFeu Brilliant. (2)はMr. Farncombe Sanders.
　　　(4 ) H: Avis Kennicott.
・．・　．ｄｋ　　　｀．
（3j）はSpring Field.
区に於てもＡ区と大差ない発芽状態を示している:Ｄ区に於て嚢も遅く約２ヶ月を要している．
F.S.はＡ区及Ｂ区が早くF.B.との間に差炉見られない．最も遅いのはＤ区匍こＥ区であって特
にＤ区炉悪く共にF.B.より10～20日遅れている．然しＤ区に於ても60白処理に於てはF.B.と同
じ発芽状態を示している．Ｃ区に於ては何れも10旧遅れている･. S.F.も向様Ａ区及Ｂ区炉早く
発芽をなしF.B.及F.S.と殆んど変らないがÅ区の60日処理は最.も早く発芽している．発芽の遅
れ7このはＥ区で何れも２ヶ月以上を要しF.B.及机Ｓ．と大差ない炉Ｄ区に於ては発芽を早めてい
る. A.K.はＡ区加最も早く特に45日処理は早かっ竹内O日処理に於て却って遅れている．之に
次いでＤ区の45日及60日処理区が早い．Ｂ区の20日処鴇は顕著な発芽遅延を来しﾂﾞﾆが30日以上の処
理に於ては差を詔め'る事･炉出来ない．特におそ炉っ｀たのはﾄ耳区であり，Ａ区の倍以上を要してい
る．又平均発芽日数を見るとF. B.は各区共大休斉一な発芽をなしているがF. S.は何れも最も
不良にして特にＤ区に於て極端な発芽不揃いを来七でいる．又Ｂ区も20日処理は大体斉一である炉
処理日数炉長くなるに従い不揃いになっている.
　　(ｄ)生　　　育　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　●.
　地際より最長葉の先端迄を測定しすこ結果は第61～9図の通りである．
ヽ?????
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第６図　生育比較図(F.B.)
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　　第９図、生育比較図(A.K.)
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　即ちF.B.にありて牒Ｅ区の45日処理が最も発育旺盛でＡ区の45～60日処理よりすぐれてい
る･..然し30日処理にありては余り.旺盛な生育を見ていない．Ｃ区の30日処理は生育梢惑い炉45日処
ミに於てはＡ区及Ｄ区と差炉認められない．Ｂ区に於ても30～45日処理りよ吋ﾋ較的よく伸長し特
･に45日処理に於ては切花として充分利用出来ろ．
　　　　・　１　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●F.S. はＡ日の60日処理炉最Ｕ圧盛でＥ区の45日処理炉之に次いでいる．然るにＥ区の30日処
ミは初期の･生育は比較的よい炉，後期の生育炉緩慢で45日処理と格段の相違を来している．Ｂ区の
20日及30日処理は生育初期は最も良好なるもその後次第に生育は衰えている．Ｄ区の60日処理は１
月11日頃より急に生育衰え２引こ入っで更に微弱になっている．一般にＤ区の生育は余り旺盛で
ない．
　S.F.はＡ区の60日処理炉最も旺盛で一般にＡ区の処理炉良好である．Ｄ区の60日処理はF.S.
と同様１月Ｕ日頃より急に生育衰え殆んど停止して了っ7こ，30日処･理に於.てはＢ区を除き余り差炉
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　　　　　　　　　　　　　-
見られな･い炉Ａ区が精優っている．更に処理期間を長くする事によりその差が殆ん£なくなってい
る．特にＥ区はF.B.及F.S.程生育を促進しでいない．　　　　　　　　　　　　　　　．，
　A.K.も同様Ａ区の処理が生育旺盛でＥ区は梢劣っている．Ｃ及Ｄ区の生育は不良で特にＤ区
の60日処理は後期の生育炉衰えている．Ｂ区も生育不良で処理期間を長くする事により余り生育を
促進せす45日処理は30日処理よりも却って劣っているに　　゛．　　　　　　　　　゛
（ｅ）開　　花
開花に関する調査成績は第３表及第10図の通りである．
　　　　　　　　　第３表　開　花　調　査　成　績
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　〔備考〕．各区共（りはFeu Brilliant. (2)はMr. Farncombe Sanders. （3J）はSpring Field.
　　　　　（4）はAvis Kenicott.
　一般に開花の早いのはF.B.でF.S.及Ｓ．Ｆ．炉之に次いでいる．処理区別ではＥ区，Ａ区
Ｃ区，Ｄ区及Ｂ区の順となっている．是を核付後開花最盛日迄の日数を見ると矢張りＦ．Ｂ．炉
最も早.くF.S.及Ｓ．Ｆ．炉之に次いでいる．Ｂ区に於て^ s.F.及A.K.は処理日数が30日
以内では開花を著しく促進しているが，45日処理に於ては却っで八Ｂ．及F.S.より遅くなって
いる. F.S.はＡ及Ｅ区に於ては処理日数炉短い場合はその効果炉差程現れないが或る程度長く
処理する事に依って開花を促進している．然し変温に置い北場合は処理期間の長短に関らす比較的’
Tulipの低温処理に関する研究　　　・（松　浦）
－
７
開花炉早く開花卒も良好である．Ｄ区は開花かな《ｊ１､処理を長く行う事により･開花車を低下さ､せ
る．
　　　　　　　　　　第10図　各温度処理に於ける開花期間及開花最盛日
=。ごＦ戸多。＿＿
　Ｑ　‘¨ここ７心～／～ｊ
‥次にA.K.は処理日数を長くすると却って開花を遅延している．即ちB, D, A.及Ｅ区に於て
その傾向炉見られ45日処理にありてはF.S.及S.F.よりも開花を促進している炉，60日処理を
する事に依り何れも著しく開花を遅らしている．又Ｃ区に於ては比較的開花を促進している．開花
牟に於てはF.B.及F.S.は比較的良好なるもＤ区のみは処理を長くする事に依り著しく不良に
している. S.F.は非常に良好である炉，Ａ区の45日及60日処理並にＤ区の60日処理に於て不
.良でめったにＡ．･Ｋ．は最も不良,こしてＢ区に於て著しくＣ及Ｄ区に.於ても処理日数を長くする事
により不良にしている．然しＡ及Ｅ区に於ては処理を長くする事により却って開花卒炉良くなって
いる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　察
　根の発育には温度及湯度炉関係する事はBraauw,穂坂氏等も認め，更に穂坂氏はNoseの発
育と発根との間に関係炉あり，或る程度Ｎｏsｅ炉発育して後に発根加行われると述べている炉筆者
の実験に於ては大体Ｎｏｓｅ炉２ｃｍ位に発育すると発根炉行われている．即ちＥ区にありでは９月
28日定植の時発根し始めていすこ炉その時のNoseの長さは約1.7～２ｃｍであっすこ．Ｄ区に於ても
1.8～2 cmにて発根を始めている．結局Noseの発育の早い品種は発根も早く行われる．その点か
ら見てA.K.はNoseの発育旺盛懲発根も容易であり特に低温下に於ても根の伸長炉良く, F.B.
は之に次いでいる．Ｅ区の発根が後れ7このは花器完成前に直接13°Ｃに処理し更に3°Ｃに移し仁篤
Noseの生育炉遅れに埓であろう．又13°Cの中度の温度処理の期間を短くする事はそれ炉Ｎｏsｅの
発育適温である埓その発育を遅らし，従って発根も遅くなるに　　　　　　　　　　　　　　　．．
　発芽は発根と密接な関係炉あり定植の時発根し始めずこものを管理を周到にして順調に伸長させれ
･ば発芽も良好に行われる．ヽ即ちA.K.はＡ及Ｄ区の発芽炉良好でＡ区に於ては60日以上処理するｰ
蕃に依り根の伸長炉旺盛となり却って発芽加遅延し発芽後の初期の生育炉悪く従って開花も遅くな
ってくる炉45日以内の処理にありては良好な結果を得ている．Ｄ区にありては丁度発根に適当な
????????
８ 高知.大学学術研究報告･　第２巻第37号
－
13°Ｃの期間を短くしfこ鴛発根が抑制される結果，発根の容易なA.K.にありては却って発芽を促．
進しその後の生育開花をも良くしている．又発芽の不良であづ7この4まＥ及BO区でＥ区にありては
Noseの発育の緩慢な事に起因するものと考えられる．Ｂｏ区はNose及根の発育も順調に行われ
てい7こので濯水不足等炉原因し7こものであろうと.考え,らねる. F.B., F･５．及Ｓ．Ｆ･は発根炉梢
遅くその埓に発芽に於て'も13°Ｃ及20°Cの処理期間を短くする事により箸しく遅延しｒくる．特に・
S.F.は13°Cよりも20°Cの影響の方炉強く作用し, F.S. a反対に20°Cより13°Ｃの方が彊く影響
している．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；　，　－　　　・　ｌａ
第11図’生　育　の　比　較　図
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　　生育は第11及第12即こ示す如く一節こ処理日数を長くする事4こ依り旺盛になる．然し処理日数炉
長くなるにっれて根の伸長炉徐々に行われるので必要以上に釆くする事に依り，定植の時撮の損傷
炉著しくなり之炉Ｂrｉｎｄの原因にもなるので注意せねばならない. F.B.は各処理温度に対して
感温性高く処理日数が少くても比較的生首良好にして開花を促進しているJ又直接13・Ｃに処理し
す二場合最も生育及開花良好にして20°Ｃの処理よ（も!３ｃＣの影響の方炉遥かに重要であると思われ
る．即ち直接13°Ｃに処理する事に依り¬-暦生育及開花を促進しでいる. F.S.は処理日数炉短い
場合に於ては梢生育緩慢である炉或る程度以上処理する事に依り比較的生育を促進し開花も早くな
っている．然しＤ区は開花促進の効果少く却って.45日以上の処理は生育及開花が遅れBrindを増
・加するので余り良い処理方法とは云えない．Ｄ区の60日処理は初期の生育は良好であっ仁炉１月10･
　日以降急に生育が衰え全部Brindになっすこが事実測花卒の低下は考えられるが零と云う事は一寸
　考えられず，何等かの生育障碍の埓に起っ7こものと考えられる. S.F.は3°Ｃに長く処理しずこ場合
　生育は促進されている炉開花はそれ程促進されず開花辛に於ては低下してくる．又9°Ｃに長く処理
ヽ ヽ
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　し7こ場合も生育は促進されるが開花は遅くなる．変温に置く事に依り生育及開花は比較的促進され
　開花率の低下を防ぐ事加出来る．即ち花芽の発育に対して比較的高温度処理加良く．根の伸長を促
進する事に依り良好な結果畑得られるのであるうと思われる. A.K.はＡ区に於て比較的順調な
生育をなし，Ｅ区炉之に次いでいるか他の処理は何れも生育不良にして処理を長くしてもその効果
が余り見られない．特にＣ区は開花卒畑悪くＤ区に於ても開花が遅れ開花率畑惑い．即ち13°Ｃの
処理期間を20日以上典える事に依り著しく開花卒を良くする事畑出来る．又処理を長く行う事によ
　り却って開花を遅延しているので余り長く処理する事はよくない．特に9°Ｃに長く処理する事は
根, Nose及花芽の伸長を助長しその結果，植付後の生育及開花を不良にする．結局この品種は処
理日数を45日誼に止め仁方畑最も効果的である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　要
１．　本実験はTulipの低温処理効果及その品種間差異を知る篤に行っすこものである．
2. Nose及花芽の発育の旺盛なものは根の発育も旺盛であり，且それに依って発芽も促進される.
3.　Avis Kennicot目ま発根容易であり，特に低温に於ても根の伸長畑旺盛であるiiK Spring
　Fieldは梢不良である．’
４／低温処理の影響は一般に処理期間の長い程茎葉の発育を旺盛にする.
5.　Feu Brilliantは感温性高く処理期間が短くても比較的その効果が現れ長く処理する事に依り
　更に開花を促進する.　　　　　’
6. Mr. Farncombe Sandersは13°Ｃの処理期間が短い場合開花畑遅れ，開花卒加低下する．
　従って少く共20日以上具えないと爾後の生育及開花畑不良になりBrindを増す．又処理期間を
　長くする事に依り徐.々に開花を促進しているが9゜Ｃの処理区に於ては処理を長くしても，生育は
　促進される加開花促進の効果は見られない･　　　　　　，
７.　Spring Fieldは比較的感湿性炉低く，処理方法に依る生育及開花の影響は少い.
８.　Avis Kennicott は３ｏＣ以下の低温に45日位処理する事により生育及開花畑促進され，それ
　　以上長く処理する事は開花を遅延してくる．
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